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研究・教育活動 

【英文著書】 

1. Takeshita M, Matsumura T, Arimura A, Takahashi H, Muta Y, Kawade S, Yamagami D, 

Deguchi T, Kondo T, Yamanaka M, Nagai R, Kawanami D, Yanase T, Nomiyama T, Nishio Y, 

Araki E, Kubota N. Fingertip skin autofluorescence as a non-invasive marker for vascular 

complications in patients with type2 diabetes. J Diabetes Investig. 2025 Dec; 16(12):2201-2212. 
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2-6 糖尿病・内分泌内科 



 

【和文著書】 

1. 野見山崇：GLP-1 受容体作動薬の血糖降下作用と臓器保護作用．日本臨床，2025，83 巻 増刊号

3，146-153 

2. 野見山崇：2 型糖尿病．臨床雑誌内科，2025，135 巻 4 号，960-964 

3. 野見山崇：Ⅱ薬物療法のトラブル 13．糖尿病患者トラブルシューティング A to Z，2025 年 4 月 6

日，株式会社文光堂，58-60 

4. 野見山崇：Ⅱ薬物療法のトラブル 15．糖尿病患者トラブルシューティング A to Z，2025 年 4 月 6

日，株式会社文光堂，58-60 

5. 野見山崇：GLP-1 受容体作動薬．糖尿病最新の治療 2025-2027，2025 年 4 月 15 日，株式会社南

江堂，127-130 

6. 野見山崇，柳瀬敏彦：ステロイド糖尿病の早期発見と治療について教えてください．レジデントノ

ート，2025，27 巻 5 号，1082-1089 

7. 野見山崇：がん患者さんへの GLP-1 受容体作動薬はどう使うべきか？［周術期］．こういうときは

こうする！腫瘍糖尿病学Ｑ＆Ａ がん患者さんの糖尿病診療マニュアル 第 2 版，2025 年 6 月 5

日，株式会社金芳堂，110－113 

8. 野見山崇：がん患者さんへの GLP-1 受容体作動薬はどう使うべきか？［化学療法時］．こういうと

きはこうする！腫瘍糖尿病学Ｑ＆Ａ がん患者さんの糖尿病診療マニュアル 第 2 版，2025 年 6

月 5 日，株式会社金芳堂，114－119 

 

【学会発表（国内）】 

1. 野見山崇：職種を超えて地域に根付いたチーム医療～静岡東部 LCDE の取り組み～．日本糖尿病学

会第 59 回糖尿病学の進歩，沖縄（日本），2025/1/24，口演 

2. 野見山崇：ダイアベティスと共に歩む人生を護る～JADEC ツールを活かしたアドボカシー活動～．

日本糖尿病学会第 59 回糖尿病学の進歩，沖縄（日本），2025/1/25，口演 

3. 岩澤卓弥、武田聡、來栖亜弓、岡本千香子、岩本達也、山崎望、野見山崇：ミトコンドリア機能改

善薬イメグリミンの血管保護作用の検討．第 68 回日本糖尿病学会年次学術集会，岡山（日本），

2025/5/30，口演 

4. 岩本達也、山崎望、野尻宗子、綿田裕孝、野見山崇：GIP/GLP-1 受容体作動薬チルゼパチドの有効

性と安全性の検証．第 68 回日本糖尿病学会年次学術集会，岡山（日本），2025/5/31，ポスター発

表 

5. 山﨑望 、麻生克己、早川美穂、古川祥子、佐藤まり重、佐藤淳子、野見山崇：糖尿病専門クリニ

ックにおける 7年間での 2型糖尿病患者の膵癌発症の調査．第 68回日本糖尿病学会年次学術集会，

岡山（日本），2025/5/29，口演 

6. 岩本達也、横山哲郎、小田原瑠璃、高橋淑子、森亮貴、藤川勝平、尾崎あずさ、門倉椋、関根直樹、

山崎望、中本隆介、山内一郎、野見山崇：68Ga-DOTATOC PET/CT が有効であった異所性 ACTH

産生腫瘍の一例．第 98 回日本内分泌学会学術総会，千葉（日本），2025/6/5，口演 

7. 藤川勝平、高橋淑子、森亮貴、岩本達也、山崎望、田中俊隆、野見山崇：産後の急激な低 Na 血症

で Sheehan 症候群に伴う副腎不全と SIADH の鑑別に苦慮した一例．第 98 回日本内分泌学会学術

総会，千葉（日本），2025/6/6，ポスター発表 

 



 

8. 榎澤尚子、榎澤哲司、仲田幸代、綾部優子、野見山崇、池田富貴．GLP-1 受容体作動薬による消化

管内視鏡検査に及ぼす影響．第 99 回日本積尿病学会中部地方会，名古屋（日本），2025/9/6，口演 

9. 横山淑子、山崎望、横山哲郎、藤川勝平、森亮貴、尾崎あずさ、岩本達也、野見山崇：高血糖に伴

う不随意運動を契機に MRI 異常所見から診断に至った糖尿病性舞踏病の一例．第 99 回日本積尿病

学会中部地方会，名古屋（日本），2025/9/7，口演 

10. 庄司有里、山崎望、横山哲郎、高橋淑子、藤川勝平、森亮貴、尾崎あずさ、岩本達也、野見山崇：

糖尿病性ケトアシドーシスで 2 度緊急透析を施行した一例．第 99 回日本積尿病学会中部地方会，

名古屋（日本），2025/9/7，口演 

11. 鈴木絢子、伊藤直顕、岩本達也、坂本怜、福元麻葉、横山哲郎、野見山崇：チルゼパチド投与後に

正常血糖ケトアシドーシスを呈した 1 例．第 99 回日本積尿病学会中部地方会，名古屋（日本），

2025/9/6，口演 

12. 藤川勝平、横山哲郎、森亮貴、横山淑子、尾崎あずさ、岩本達也、山崎望、庄司有里、野見山崇：

複号的要因によりメトホルミン関連乳酸アシドーシスとなった一例．第 99 回日本積尿病学会中部

地方会，名古屋（日本），2025/9/6，口演 

13. 森亮貴、岩本達也、横山哲郎、高橋淑子、藤川勝平、山崎望、野見山崇．糖尿病性ケトアシドーシ

スを契機に診断されたもやもや病合併多腺性自己免疫症候群の 1 例．第 99 回日本積尿病学会中部

地方会，名古屋（日本），2025/9/6，口演，YIA 受賞 

14. 福元麻葉、伊藤直顕、岩本達也、山崎望、綿田裕孝、野見山崇：SPISE 分類によるチルゼパチドの

HbA1c への影響の検証：ESTATE study．第 99 回日本積尿病学会中部地方会，名古屋（日本），

2025/9/6，口演，YIA 受賞 

15. 坂本怜、伊藤直顕、横山哲郎、福元麻葉、岩本達也、野見山崇．深頚部膿瘍により顕在化した緩徐

進行 1 型糖尿病の一例．第 99 回日本積尿病学会中部地方会，名古屋（日本），2025/9/6，口演，YIA

受賞 

16. 野見山崇：ミトコンドリア・ルネサンス～血糖降下と臓器保護のデュアリズム～．第 99 回日本積

尿病学会中部地方会，名古屋（日本），2025/9/6，口演 

17. 矢田昌敬，岩本達也，福元麻葉，坂本怜，伊藤直顕，野見山崇：意識障害が先行し髄膜炎との鑑別

を要した甲状腺クリーゼの一例．第 25回日本内分泌学会東海支部学術集会，愛知（日本），2025/9/28，

口演 

18. 横山哲郎，伊藤直顕，福元麻葉，坂本怜，岩本達也，野見山崇：バセドウ合併妊娠に対してヨウ化

カリウム短期併用療法が有用であった一例．第 25 回日本内分泌学会東海支部学術集会，愛知（日

本），2025/9/28，口演 

19. 福元麻葉、伊藤直顕、横山哲郎、坂本怜、岩本達也、山崎望、野見山崇: POCT 機による血中ケト

ン体迅速測定と糖尿病性ケトアシドーシスの関連性．第 257 回日本内科学会東海地方会，名古屋（日

本），2025/10/5，口演，YIA 受賞 

20. 岩本達也，山﨑望，伊藤直顕，野尻宗子，綿田裕孝，野見山崇：GIP/GLP-1 受容体作動薬チルゼパ

チドの有効性と安全性の検証（ESTATE study）．第 40 回日本糖尿病合併症学会，東京（日本），

2025/11/14，口演 

21. 岩澤卓弥、武田聡、来栖亜弓、岡本千香子、岩本達也、山崎望、加藤和則、野見山崇：イメグリミ

ンによるミトコンドリア非依存的な血管保護作用の検討．第 40 回日本糖尿病合併症学会，東京（日

本），2025/11/14，口演 


